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– 必要処理数 平均260体/日 ←通常能力でも不可能
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仮埋葬と広域処理
• 仮埋葬（宮城県）
– 2,108体
– 気仙沼市，石巻市，東松島市，亘理市が実施
• 広域処理（宮城県）
– 岩手県，東京都による受け入れ
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• 面的被害により，避難所，仮設住宅を自宅付近で確保することが困難に
なる．
• 広域被害により，市町や県の行政界を越えた広域的な避難が必要にな
る．
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本格的な再建
に向けた準備
広域避難
（被災市町村外への避難）
• 生活環境が整っていない避難所生活の長期化を避けるのが狙い
• 広域避難者数約3,000人（宮城県内）
– 1,348人（南三陸町），238人（女川町），635人（石巻市），126人（気仙沼市）
– 東松島市は県の支援なしで実施
• 想定以下の実績
– 住み慣れた地域への愛着，行方不明者の捜索，仕事や子どもの教育，生活
再建に向けた情報入手などが理由
• 1.5時避難
– 短期でホテル・旅館へ避難
– 1,176世帯2921人にとどまった
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本格的な再建に
向けた準備（続き）
• 広域被害により，十分な救援物資を受け取ることが困難になる
• 広域被害により，見なし仮設住宅としての民間賃貸住宅の斡旋や被災家
屋の応急修繕も大規模に実施されなければならない
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応急給水
• 全35市町村で断水（宮城県）
• 129台の応援の給水車（2011年3月26日段階）
• 広域水道の全3浄水場が給水可能（3月11日22時頃の段階
で把握）←応急給水に利用
• 浄水場の停電問題
– 自家発電装置の燃料不足（A重油と軽油）
– 災害対策本部でも調達できない深刻さ
– 各広域水道事務所は自力で暖房用燃料タンクから確保するなどぎり
ぎりの対応
– 3月15日以降は復電
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まとめ
z 巨大災害時の公の限界を学ぶ意義
– ひとごとではない巨大災害（５年に１回）
– 初動・応急期を自力で乗り切る力
z 巨大津波災害の特徴
（１）湛水被害，（２）面的被害，（３）広域被害，（４）行方不明者
z 巨大津波災害における地方自治体の初動・応急対応
– 行方不明者行方不明者が多いこと，被災地内での処理能力を上回る遺体が
発生することにより，遺体の処理は長期化する
– 広域被害により，市町や県の行政界を越えた広域的な避難が必要になる
– 広域被害により，十分な救援物資を受け取ることが困難になる
などなど
